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膠
原
病
（
こ
う
げ
ん
び
ょ
う
）
と
聞
く
と

ど
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う

か
。
よ
く
知
ら
な
い
、
怖
い
病
気
と
思
う
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
膠
原
病
は
特
定

の
臓
器
や
ひ
と
つ
の
兆
候
を
示
す
病
気
で
は

な
く
、
あ
る
共
通
の
性
質
を
持
つ
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
の
総
称
で
す
。
今
は
治
療
法
が
進
歩

し
、
昔
よ
り
も
格
段
に
予
後
（
病
気
の
治
り

や
余
命
）
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

膠
原
病
は
3
つ
の
側
面
で
特
徴
づ
け
ら
れ

ま
す
。

　

①
成
り
立
ち
：
膠
原
病
は
自
己
免
疫
疾
患

で
す
。本
来
人
間
に
備
わ
っ
て
い
る
免
疫
は
、

自
己
と
他
者
を
区
別
し
て
働
く
生
体
防
御
シ

ス
テ
ム
（
体
を
守
る
仕
組
み
）
で
、
細
菌
な

ど
異
物
が
体
に
入
る
と
追
い
出
そ
う
と
す
る

シ
ス
テ
ム
が
働
き
、
炎
症
を
起
こ
し
て
異
物

を
処
理
し
ま
す
（
発
熱
や
の
ど
が
痛
く
な
る

の
は
こ
の
た
め
で
す
）。
自
己
免
疫
疾
患
に

な
る
と
、
自
分
の
身
体
に
対
し
て
シ
ス
テ
ム

が
誤
作
動
し
、炎
症
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

②
炎
症
の
起
き
る
場
所
：
膠
原
病
は
結
合

組
織
病
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
結
合
組
織
は
器

官
や
細
胞
の
隙
間
を
埋
め
て
結
合
・
支
持
す

る
組
織
で
、
そ
の
主
要
成
分
で
あ
る
膠
原
線

維
（
コ
ラ
ー
ゲ
ン
）
に
異
常
が
み
ら
れ
た
こ

と
が
病
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

③
症
状
：
結
合
組
織
は
体
中
に
あ
り
、
障

害
が
起
こ
る
部
位
に
よ
っ
て
多
彩
な
症
状
が

み
ら
れ
ま
す
。
関
節
・
筋
骨
格
系
に
痛
み
と

こ
わ
ば
り
が
で
る
病
気
を
総
称
し
て
「
リ
ウ

マ
チ
性
疾
患
」
と
い
い
ま
す
が
、
膠
原
病
も

こ
れ
に
含
ま
れ
ま
す
。
代
表
的
な
膠
原
病
に

は
、関
節
リ
ウ
マ
チ
、全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー

デ
ス
（
Ｓ
Ｌ
Ｅ
）、
全
身
性
強
皮
症
、
筋
炎
、

血
管
炎
症
候
群
、
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

色
々
な
症
状
が
出
る
の
で
、
病
歴
聴
取
と

身
体
診
察
が
と
て
も
重
要
で
す
。
血
液
中
に

自
己
抗
体
（
自
己
成
分
に
対
し
て
作
ら
れ
る

抗
体
）
が
見
つ
か
れ
ば
診
断
の
一
助
に
な
り

ま
す
が
、「
検
査
異
常
＝
必
ず
病
気
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
リ
ウ
マ
チ
に
み
ら

れ
る
リ
ウ
マ
ト
イ
ド
因
子
は
、
患
者
さ
ん
の

3
割
に
は
認
め
ず
、
病
気
の
な
い
高
齢
者
で

も
1
割
に
み
ら
れ
ま
す
。
診
断
は
、
十
分
な

問
診
・
診
察
・
検
査
を
も
と
に
総
合
的
に
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
、
ま
た
時
に
よ
っ
て
病
状
は

さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
病
状
に
合
わ
せ
て
治
療

を
考
え
ま
す
。
慢
性
疾
患
で
あ
り
、
ゴ
ー
ル

は
「
治
癒
（
病
気
が
な
く
な
る
こ
と
）」
で

は
な
く
、「
寛
解
（
症

状
や
炎
症
が
お
さ
ま

る
こ
と
）」
を
目
指

し
ま
す
。
寛
解
を
保

つ
に
は
、
大
抵
の
場

合
、
薬
物
治
療
を
続

け
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
残
念
な
が

ら
、
寛
解
後
に
も
病

気
の
勢
い
が
再
び
活

発
に
な
り
（
再
燃
）、
薬
の
増
量
や
変
更
を

要
す
と
き
も
あ
り
ま
す
。

　

治
療
は
薬
物
療
法
が
主
体
で
、
炎
症
や
免

疫
を
お
さ
え
る
薬
を
用
い
ま
す
が
、
そ
の
中

心
は
ス
テ
ロ
イ
ド
（
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
）

剤
で
、
こ
れ
で
不
十
分
な
場
合
や
副
作
用
が

問
題
と
な
る
場
合
は
、
免
疫
抑
制
剤
や
生
物

製
剤
と
い
っ
た
薬
を
使
い
ま
す
。

　

膠
原
病
は
、
免
疫
の
異
常
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
を
き
た
す
慢
性
の
病
気
で
す
。
症
状

や
経
過
の
多
様
性
ゆ
え
に
、
発
病
に
気
づ
き

に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
早
め
に
診
断

し
て
治
療
す
る
こ
と
が
後
遺
症
を
残
さ
ず
日

常
生
活
を
送
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

自
覚
症
状
が
早
め
の
発
見
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
特
に
、「
手
の
こ
わ

ば
り
と
関
節
痛
」「
発
疹
と
口
内
炎
」
の
よ

う
に
、2
つ
以
上
の
症
状
が
長
引
く
と
き
は
、

ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

三
愛
病
院
で
は
火
曜
日
午
後
と
木
曜
日
午

後
、
細
木
病
院
で
は
月
曜
日
午
後
に
、
内
科

（
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
）
外
来
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

発疹の例（紫斑）

レイノー症状＊

＊寒さで指先が白
や紫になる現象

関節リウマチ
（関節のはれ）

■ 

膠
原
病
と
は
？

■ 

膠
原
病
の
診
断
と
治
療

■ 

膠
原
病
の
診
断
と
治
療

■ 

早
め
の
診
断
と
治
療
を
！

■ 

早
め
の
診
断
と
治
療
を
！

こう　 げん びょう

複数の症状が同時に出たらご用心！
『膠原病』って、どんな病気？

こう　 げん びょう

三愛病院内科医師・リウマチ専門医　森下美智子

細木病院グループでは、現在、看護助手と介護職等を募集しています。
詳しくは、ホームページをご覧ください。

仁生会（採用情報）のホームページ
https://www.jinseikai.kochi.jp/saiyo.html
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原
著
『
術
者
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｄ
Ｏ
の
押
さ
な
い
Ｐ
Ｃ
Ｉ
』

は
、
私
が
師
事
し
た
故
・
光

藤
和
明
先
生
が
執
筆
し
た
冠

動
脈
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
教

科
書
で
す
。

　

光
藤
先
生
と
言
え
ば
、
平

成
13
年
に
台
湾
の
故
・
李
登

輝
総
統
の
冠
動
脈
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
を
し
た

こ
と
で
有
名
で
す
。
光
藤
先

生
は
、
特
に
慢
性
完
全
閉

塞
（
Ｃ
Ｔ
Ｏ
）
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ

の
造
詣
が
深
く
、
日
本
は
も

と
よ
り
世
界
中
の
Ｃ
Ｔ
Ｏ
患

者
さ
ん
を
治
療
し
、
冠
動
脈

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
医
の
教
育

を
し
な
が
ら
、
そ
の
傍
ら

で
本
書
を
執
筆
し
て
い
ま

し
た
。
急
逝

さ
れ
た
2
年

後
の
平
成
29

年
に
発
売
さ

れ
た
原
著
に

は
、
光
藤
流

Ｃ
Ｔ
Ｏ
・
Ｐ

Ｃ
Ｉ
の
極
意

が
日
本
語
で
書
か
れ
て
お

り
、
台
湾
や
韓
国
等
の
海
外

の
先
生
か
ら
、
ぜ
ひ
英
訳
し

て
ほ
し
い
と
い
う
リ
ク
エ
ス

ト
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
光
藤
先
生

の
奥
様
で
あ
る
光
藤
和
代

先
生
、
倉
敷
中
央
病
院
循

環
器
内
科
主
任
部
長
で
あ

る
門
田
一
繁
先
生
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
今
年
10
月
に

原
著
の
英
語
バ
ー
ジ
ョ
ン

で
あ
る
『N

on-P
ushing 

P
C

I Techniques

』
が

世
界
の
出
版
社
大
手
で
あ
る

S
pringer

よ
り
発
売
さ
れ

ま
し
た
。
幸
運
に
も
、
私
も

そ
の
英
訳
作
業
に
従
事
す
る

こ
と
が
で
き
、
光
藤
先
生
の

お
仕
事
を
世
界
に
広
め
る
お

手
伝
い
が
で
き
た
こ
と
を
大

変
光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
受
注
生
産
だ
そ
う

で
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｉ
に
携
わ
る

方
々
、ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
、S

pringer

の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検
索
、
ご
購

入
く
だ
さ
い
。

（
副
院
長
・

 

ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長　

細
木
信
吾
）

年以上前の書類
が必要になって、

家内と、昔の古い書類
の入った箱を納戸から
引っ張り出して、土日の
2日がかりで探す羽目に
なった。セピア色に変色

した、30年以上前の懐かしい書類を一枚一
枚チェックしたが、肝心の書類はとうとう探
し当てられなかった。
　しかし、懐かしい父母の葬儀の時の挨拶状
や、子どもたちの大学合格通知等と一緒の紙
束の中に、大学時代の息子が、東西統合した
ばかりのドイツのベルリンの剣道愛好家から
の要請で、剣道の仲間と共にベルリンに行っ
た時に、岡山日独協会誌に息子が書いた見聞
録が見つかった。東西ドイツ統合は平成2年
3月のことで、ちょうど今年で30年になる。
帰国時、息子がお土産に持ち帰ったベルリン
の壁の石も一緒に出てきて驚いた。あの時は、

西ドイツと東ドイツの生活程度の差に驚愕し
たことを覚えているし、東の人々が、歓喜の
声を上げて西側に流れ込んできた記憶があ
る。あれからドイツは一緒になるのに大変な
苦労をして、発展してきた。息子が行った頃
の東ドイツの剣士たちは、竹を上手に細工し
て、自分で作った胴衣を着けて練習していた
ので、叩くと痛そうで、本気になって打ち込
めなかったと、息子に聞いたことも思い出し
た。そんなにまでして、剣道に邁進する東ド
イツを見るに見かねて、剣道の武具をプレゼ
ントして帰国したらしい。スポーツマンシッ
プは大切にしたいし、来年は、コロナが終息
しさえすれば、スポーツの祭典、東京で2度
目のオリンピック、パラリンピックだ。
　今は、物が豊富にあって、お金さえあれば
何でも入手することは簡単だろうが、不自由
な時代の方が何事にも満足感は大きいだろう
なあと感じた。

時 事
エッセー 30

ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
石

ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
石

著者の光藤和明先生（故人）と
細木信吾副院長（右）

細
木
信
吾
副
院
長
が
英
訳
に
携
わ
っ
た

光
藤
和
明
著『N
on-P

ushing P
C
I Techniques

』発
売

細木病院

細木病院グループは、国の次世代育成支援一般事業主認定と
高知県次世代育成支援企業の認証を受けています。
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敬
老
の
日
に
合
わ
せ
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
ろ
は
丸
と

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
い
ろ
は
に
、

一
宮
中
学
校
「
一
宮
家
お
も

て
な
し
隊
」
の
皆
さ
ん
か
ら

敬
老
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き

ま
し
た
。

　

「
一
宮
家
お
も
て
な
し
隊
」

と
は
、
一
宮
中
学
校
の
生
徒

で
結
成
さ
れ
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
域
交
流
を
行
う

チ
ー
ム
で
す
。
例
年
で
あ
れ

ば
、
一
宮
地
区
の
お
祭
り

な
ど
催
し
の
お
手
伝
い
や

福
祉
施
設
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
活

動
が
制
限
さ
れ
る

中
で
、
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を

考
え
、
一
宮
地
区

内
の
高
齢
者
施
設

に
敬
老
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
贈
る
こ

と
に
し
た
そ
う
で

す
。

　

Ｇ
Ｈ
い
ろ
は
丸

で
は
、
感
謝
状
と

利
用
者
さ
ん
手
作

り
の
ア
ク
リ
ル
タ

ワ
シ
を
、
Ｄ
Ｓ
い

ろ
は
で
は
、
お
礼

の
手
紙
と
一
宮
中

学
校
の
校
章
を
こ
よ
り
ア
ー

ト
で
作
成
し
お
渡
し
し
ま
し

た
。

　

届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
掲
示

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

色
々
と
制
約
が
多
い
で
す

が
、今
後
、一
宮
中
学
校
「
一

宮
家
お
も
て
な
し
隊
」
と
の

交
流
が
深
ま
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
い
ろ
は

主
任　

竹
口
伸
也
）

一
宮
中
学
校
の
「
一
宮
家
お
も
て
な
し
隊
」
か
ら

敬
老
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
！

三愛病院
あうん高知

GHいろは丸から、感謝状と
手作りのアクリルタワシ

DSいろはから、こよりアートで
作成した一宮中学校の校章

一宮中学校一宮家おもてなし隊からのメッセージ

　

ほ
そ
ぎ
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
近
隣
の
医
療
機
関
と

の
顔
の
見
え
る
連
携
を
進
め

て
い
ま
す
。
9
月
24
日
、
高

知
市
の
医
療
法
人
穂
仁
会
植

田
医
院
の
植
田
一
穂
院
長
を

座
長
に
お
招
き
し
て
、「
第

2
回
こ
う
ち
循
環
器
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
」（
以
下
、
本
会
）

と
い
う
勉
強
会
を
開
き
、
私

と
山
本
哲
史
循
環
器
内
科
部

長
か
ら
『
地
域
で
診
る
急
性

心
筋
梗
塞

－

心
電
図
編

－

』

と
題
し
て
、
心
電
図
の
講
演

と
と
も
に
、
ご
紹
介
い
た
だ

い
た
急
性
心
筋
梗
塞
の
患
者

さ
ん
の
経
過
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り

W
E
B
講
演
と
な
り
ま
し

た
が
、
ご
紹
介
い
た
だ
い
た

先
生
を
含
む
近
隣
の
医
療
従

事
者
47
名
の
方
々
と
情
報
共

有
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

急
性
心
筋
梗
塞
は
、
一
刻

も
早
い
治
療
が
必
要
な
病
気

で
、
す
ぐ
に
検
査
で
き
る
心

電
図
の
理
解
が
明
暗
を
分
け

ま
す
。
急
性
心
筋
梗
塞
の
心

電
図
の
読
み
方
の
コ
ツ
に
つ

い
て
、
紹
介
患
者
さ
ん
の
心

電
図
解
説
も
含
め
て
お
話
し

し
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
倉

敷
中
央
病
院
の

故
光
藤
和
明
先

生
が
1
9
8
1

年
に
倉
敷
で
始

め
た
「
西
部
循

環
器
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
ケ
ア
の
集

い
」
と
い
う
会

を
お
手
本
に
、

私
な
り
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
も
の

で
す
。
本
会
の
前
身
の
会
を

2
0
1
2
年
に
安
芸
郡
で

始
め
、
今
年
か
ら
高
知
市
で

（
安
芸
郡
と
も
W
E
B
で
つ

な
い
で
）
再
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
地
域
の
患
者
さ
ん

を
、
か
か
り
つ
け
の
先
生
と

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
先
の
当
セ

ン
タ
ー
と
で
『
地
域
チ
ー
ム

医
療
』
と
い
う
タ
ッ
グ
を
組

ん
で
守
り
ま
す
。
顔
の
見
え

る
交
流
を
通
じ
て
、
医
療
施

設
間
の
垣
根
を
な
く
す
こ
と

も
大
き
な
目
標
で
す
。
今
後

も
２
か
月
ご
と
に
開
催
し
、

紹
介
患
者
さ
ん
の
経
過
報
告

と
さ
ま
ざ
ま
な
循
環
器
内
科

的
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
情

報
共
有
し
て
い
く
予
定
で

す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
へ
の
紹
介
患

者
さ
ん
や
心
臓
病
で
ど
こ
に

か
か
っ
た
ら
よ
い
か
迷
わ
れ

た
方
は
、
ど
う
ぞ
安
心
し
て

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

（
副
院
長
・

 

ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長

　

細
木
信
吾
）

第
2
回
こ
う
ち
循
環
器
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
開
催

細木病院

仁生会のホームページ
https://www.jinseikai.kochi.jp/

細木病院のホームページ
https://hosogi-hospital.jp/

三愛病院のホームページ
http://www.sanai-hospital.jp/top/
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◆病院食で食べたいメニューは？
　酢の物、生サラダ、魚のお刺身、タタキ、カレー、
　果物、麺類（パスタ、そうめん）、チャーハン

◆病院食について、ご意見ご要望は？
○魚料理が多いので、ほかの料理も食べたい。朝食がパンの
時は、魚は出さないでほしい。
答）食材のかたよりがないよう献立に配慮しながら、入院中
の健康維持と治療効果のある食事を提供しています。パン
食のおかずは、「オムレツ」や「しいらのトマトソース」
など、洋風料理を提供するようにしていますが、今後もパ
ンとの相性を考慮し、改善していきます。

○味が少し薄いと思いながらも、自分が辛口だと反省してい
ます。
答）入院中の食事の塩分量は、1日平均10g程度です。治療
食では6g未満で、普段の味付けが濃い方には薄味だと思い
ます。入院中に塩分控えめのおいしさに慣れていただける
よう心を込めて調理します。

○普通食に「量が多め」も入れてほしい。お腹がすいて眠れ
ません。
答）治療に影響しない範囲で調整は可能です。管理栄養士ま
でご相談ください。

○パンにつけるジャムを、マーマレードやブルーベリーなど
日替わりにしてほしい。
答）以前もご要望を受け、数種類を日替わりで提供したこと
がありますが、「マーガリンは嫌」「マーマレードは嫌」と
の声があり、全員の希望に沿うことはむつかしいと判断
し、現在は、「いちごジャム」を定番としています。ご了承
ください。

○食後のデザートや飲み物（コーヒー味）はとても良い。
答）2年前よりデザート類も食事に組み込むよう改善してい
ます。また、補助食品や飲料を併用して、1回の食事量を
確保できるようにしています。喫食状況を管理栄養士がモ
ニタリングして、栄養状態の維持に努めています。

細木病院 患者さんアンケート結果概要（病院食）
実施期間：令和2年9月9日(水)～11日(金) ／ 回答者数：46名

病院食の種類

男性　48% 女性　52% 性別

年齢

入院病棟

アンケートにご回答いただいた患者さんについて

良い
50% 

どちら
でもない
26%

悪い
14% 

病院食全体の満足度はいかがですか？

盛付・彩りはいかがですか？

おかずの量はいかがですか？

病院食の味について

病院食の盛付について

病院食の量について

ご飯やお粥はいかがですか？

味噌汁はいかがですか？

おかずの味はいかがですか？

80代以上
48%

50代以下
4%

10％
とても良い

70代
26%

60代
22%

新1病棟
45%

新2病棟
29%

新3病棟
21%

南1病棟
5%

とてもおいしい おいしい どちらでもない おいしくない

とてもきれい きれい どちらでもない 雑

とても良い 良い どちらでもない 少ない

 

55% 23% 14%

8%

7%

36%

9%

48%

53% 31%

7%9%

7%

46% 27% 20%

2%

28% 19%51%

普通食

治療食

腎臓病食
7％

糖尿病食
11％

心臓病食
26％

嚥下障害食
4％

易消化食
9％

常軟食
43％

細木病院は、公益財団法人日本医療機能評価機構の
定める認定基準を達成しています。
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まっことネット細木 まっことネット細木 ≪12月の予定≫
高知市上町5丁目4-1ピュアリフレビル1階
☎090-7788-1305

月～金（祝日休み）午前9時～午後4時
♠介護相談（相談無料）
　月～金（祝日休み）午前9時～午後4時
♣まっこと講座「お正月飾り作り」
　9日（水）、23日（水）午後2時～2時30分
♣認知症カフェ“まっこと細木”「手芸」
　10日（木）午後2時～3時
♣俳句の集い
　1日（火）、15日（火）午後1時30分～2時30分
◆子育て広場「つみき」
　1日（火）、15日（火）午前10時～12時
◆いきいき百歳体操
　毎週月と木（祝日休み）午前10時～11時
♥参加費は無料です♥詳しくはホームページでご確認を♥
※新型コロナウイルスの影響で変更になる場合があります。

在宅ネットワーク

通　信

在宅ネットワーク

通　信

細木病院在宅部のブログ
https://ameblo.jp/hosogibyouinzaitakubu/

まっこと出前講座
https://hosogi-hospital.jp/image/15438831920.pdf

　
「
困
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
？
仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
」

　

こ
の
言
葉
は
、
10
月
8

日
、
ま
っ
こ
と
ネ
ッ
ト
細

木
で
始
ま
っ
た
認
知
症
カ

フ
ェ
”ま
っ
こ
と
細
木
“
で
、

認
知
症
と
診
断
を
受
け
た

A
さ
ん
が
、
生
活
に
色
々

と
不
安
を
抱
え
て
い
る
B

さ
ん
に
か
け
ら
れ
た
言
葉
で

す
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
平
成

27
年
に
国
が
「
認
知
症
施
策

推
進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
）」
の
中
心
施
策

の
一
つ
と
し
て
位
置
図
け
ら

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
国
的

に
実
施
し
て
い
る
数
が
増
え

て
い
る
よ
う
で
、
高
知
市
内

に
は
、
23
か
所
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
認
知
症
の
方
と

家
族
、
地
域
住
民
、
専
門
職

の
誰
も
が
自
由
に
参
加
で
き

て
、
気
楽
に
交
流
が
で
き
ま

す
。
認
知
症
カ
フ
ェ
”ま
っ

こ
と
細
木
“
で
は
、
悩
み

を
共
有
し
な
が
ら
、
専
門
職

に
相
談
も
で
き
る
場
と
し

て
、
認
知
症
に
関
す
る
研
修

を
受
け
た
在
宅
部
の
職
員
が

担
当
し
、
毎

月
1
回
、
第

2
木
曜
日
の

午
後
2
時
か

ら
1
時
間
の

予
定
で
開
催

し
て
い
き
ま

す
。

　

初
回
の
こ

の
日
、「
私
、

認
知
症
で

す
」
と
、
自

己
紹
介
さ
れ

た
A
さ
ん

は
、
前
向
き

に
物
事
を
考
え
ら
れ
て
い
る

大
変
お
元
気
な
方
で
「
何
事

も
、
よ
か
っ
た
と
思
う
よ
う

に
し
て
い
る
」
と
お
話
し
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
マ
ス
ク
で

見
え
な
い
口
元
か
ら
発
せ
ら

れ
た
お
互
い
を
思
い
や
る
言

葉
に
、
B
さ
ん
は
涙
を
浮

か
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

参
加
者
さ
れ
た
5
名
の
地
域

の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
言
葉
で
、
今
の
思
い
を
語

ら
れ
、「
今
日
は
、
来
て
よ

か
っ
た
」
と
、
皆
の
目
に
は

微
笑
み
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
認
知
症
と
診
断
さ
れ
、

服
薬
中
で
も
、
い
き
い
き
と

生
活
で
き
る
こ
と
を
、
こ
の

日
こ
こ
に
集
ま
っ
た
方
た
ち

は
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

て
、
元
気
の
お
す
そ
分
け
を

い
た
だ
け
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　

認
知
症
カ
フ
ェ
”ま
っ

こ
と
細
木
“
の
ご
予
約

は
、
ま
っ
こ
と
ネ
ッ
ト
細

木
（
☎
0
9
0
─

7
7
8
8

─

1
3
0
5
）
ま
で
。

（
在
宅
部
長　

廣
井
三
紀
）

認
知
症
カ
フ
ェ
”ま
っ
こ
と
細
木
“
ス
タ
ー
ト
！

細木病院

　

9
月
29
日
、
高
知
市
神
田

の
宅
老
所
え
び
す
に
お
い

て
、ま
っ
こ
と
出
前
講
座「
感

染
対
策
～
手
洗
い
の
効
果
と

方
法
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
は
細
木
病
院
の
土

居
世
知
感
染
管
理
認
定
看
護

師
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
高
知
県
で
の
発

生
推
移
や
感
染
拡
大
の
特

徴
、
基
本
的
な
感
染
対
策
と

適
切
な
手
洗
い
方
法
等
に
つ

い
て
講
義
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
関
心
は
高
く
、

「
手
拭
き
タ
オ
ル
は
個

別
に
し
て
い
る
」「
コ

ロ
ナ
に
は
ア
ル
コ
ー
ル

が
効
く
と
い
う
が
、
本

当
か
？
」「
ス
ー
パ
ー

で
買
っ
た
物
を
消
毒
す

る
と
聞
い
た
が
必
要

か
？
」
な
ど
の
質
疑
応

答
が
あ
り
、
活
気
の
あ

る
講
座
と
な
り
ま
し

た
。
有
効
な
手
洗
い
を

実
践
し
、
感
染
予
防
に
努
め

た
い
で
す
ね
。

　

ま
っ
こ
と
出
前
講
座
の

申
し
込
み
は
、
ま
っ
こ
と

ネ
ッ
ト
細
木
（
☎
0
9
0
─

7
7
8
8
─

1
3
0
5
）
で

い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
講
座
内
容
は
、
細
木
病

院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

（
在
宅
部
課
長　

池
上
美
幸
）

ま
っ
こ
と
出
前
講
座

「
感
染
予
防
〜
手
洗
い
の

  

　
　
　効
果
と
方
法
〜
」
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ローソン
インフォメーション

○場所　細木病院新館地下1階
○営業時間
　月～金曜日　午前7時～午後9時
　土・日・祝日　午前8時～午後6時

○場所　三愛病院本館1階
○営業時間
　月～金曜日　午前8時～午後8時
　土曜日　　　午前9時～午後6時
　＊日・祝日は休み

ATMをぜひご利用ください！

・各種お振り込みや現金引き出しにとても便利です。（振り込み詐欺にはご注意！）
・使い方は簡単！画面をタッチし、あとは音声に従って進むだけです。
・ATMは皆さんの身近にあります。ご利用をお待ちしています。

「皆さん！『える厨房』ってご存じですか？

高知県のローソンにだけあり、「ばくだんおにぎり」や「各種お弁当」を店内で手作
りしています。仁生会細木病院店もオープンから3名のコックさんが裏方で頑張って、
ご飯を炊いておかずなど手作りしています。
「おにぎりセット」・「二段弁当（玄米）」「焼きラーメン」などが人気です。
土曜日もやっていますので、ぜひご利用ください。日・祝日はコックさんを休ませてね。

好評受付中　◆クリスマス商品　◆ギフト商品　◆おせち　◆年賀状　※詳しくは店頭で聞いてね。
　　　　　　超人気の鬼滅の刃シリーズは、完売間近！お急ぎください。　　  　　　　　　（店長：小松）

サテライト仁生会三愛病院店仁生会細木病院店

える厨房陳列棚

　
「
グ
ワ
～
、
ザ
ザ
ザ
ザ
～
、

バ
ッ
シ
ャ
～
ン
」
大
き
く
口

を
開
け
た
鯨
が
、
波
間
に
姿

を
現
し
ま
し
た
。
巨
大
な
親

鯨
か
ら
、
小
さ
な
子
鯨
、
総

勢
24
体
の
群
れ
で
す
。
壮
大

な
水
し
ぶ
き
の
音
が
聞
こ
え

て
き
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
作
品
は
、
細
木
病
院

こ
こ
ろ
の
セ
ン
タ
ー
外
来
の

精
神
科
作
業
療
法
の
陶
芸
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
患
者
さ
ん
、
小

原
征
一
さ
ん
が
作
成
し
た

「
鯨
」
で
す
。
10
月
9
日
～

18
日
に
、
高
知
県
立
美
術
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
第

24
回
ス
ピ
リ
ッ
ト
ア
ー
ト

（
高
知
県
障
害
者
美
術
展
）

で
褒
状
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
院
の
精
神
科
作
業
療
法

で
は
、
患
者
さ
ん
の
生
活
リ

ズ
ム
の
調
整
や
趣
味
活
動
の

開
拓
、
拡
大
な
ど
を
目
的
に
、

園
芸
、
革
細
工
、
木
工
、
陶

芸
、
茶
道
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ス

ポ
ー
ツ
、
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動

を
提
供
し
て
い

ま
す
。
そ
ん
な

日
々
の
活
動
か

ら
生
ま
れ
た
作

品
の
数
々
を
、

毎
年
ス
ピ
リ
ッ

ト
ア
ー
ト
に
出

品
し
、
今
年
も

当
作
品
の
ほ
か

多
数
入
選
し
ま

し
た
。
当
院
の

デ
イ
ケ
ア
フ
レ

ン
ズ
か
ら
も
出

品
、
入
選
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も

あ
り
、
表
彰
式
は
省
略
さ
れ

ま
し
た
が
、
作
品
搬
出
時
に

は
、
県
知
事
の
名
前
の
入
っ

た
立
派
な
表
彰
状
や
衝
立
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
別
の
入

選
者
の
1
人
は
、
訪
れ
た
展

覧
会
場
で
高
校
時
代
の
教
師

に
出
会
い
、
励
ま
し
の
言
葉

を
受
け
た
と
笑
顔
で
報
告
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

精
神
科
作
業
療
法
っ
て

何
？
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
生
活
リ
ズ
ム
の

調
整
や
精
神
症
状
の
軽
減
な

ど
に
と
ど
ま
ら
ず
、
作
品
評

価
を
社
会
に
問
う
お
手
伝
い

を
通
し
て
、
患
者
さ
ん
の
自

信
や
今
後
の
創
作
意
欲
の
増

大
、
ひ
い
て
は
生
き
て
い
く

活
力
に
寄
与
し
て
い
く
。
こ

れ
も
、
私
た
ち
の
仕
事
の
一

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
精
神
科
作
業
療
法
室

作
業
療
法
士　

北
村　

剛
）

精
神
科
作
業
療
法
の
陶
芸
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
作
品
が

ス
ピ
リ
ッ
ト
ア
ー
ト
で
褒
状
を
受
賞

細木病院

細木病院グループの介護事業所は、高知県から、介護職員の育成や定着、利用者満足度の
向上に向けて積極的に取り組んでいる介護事業所として認証を受けています。

細木病院在宅部は、高知県南海トラフ地震対策優良取組事業所の
５つ星認定（最高評価）を受けています。
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高
知
市
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
次
の
要
件
を
満
た

す
方
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
が
減
額
ま
た
は
免
除
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
主
た
る
生
計

維
持
者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤

な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯⇒

保

険
料
を
全
額
免
除

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
主
た

る
生
計
維
持
者
の
収
入
（
事

業
収
入
、
不
動
産
収
入
、
山

林
収
入
、
給
与
収
入
）
の
減

少
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
の
方

（
※
細
か
な
要
件
あ
り
）⇒

保
険
料
の
一
部
を
減
額

　

対
象
と
な
る
減
免
期
間

は
、令
和
元
年
度
の
2
月
期
・

3
月
期
分
と
令
和
2
年
度
の

全
期
分
で
す
。

　

高
知
市
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
参
照
の
う
え
、
直

接
申
請
す
る
か
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
の
た
め
、
郵
送
に
よ
る

申
請
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
細
木
病
院
患
者
サ

ポ
ー
ト
室
ま
た
は
高
知
市
保

険
医
療
課
資
格
賦
課
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
患
者
サ
ポ
ー
ト
室

　

曽
根
知
子
）

　

日
高
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ほ
か

日
高
村
内
の
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
と
日
高
村
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
集
ま
り
、
毎
月
1

回
「
ぼ
ち
の
会
」
を
開
催
し

て
、保
健
、医
療
、福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
研
修
や
情
報

共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。
10

月
の
「
ぼ
ち
の
会
」
で
は
、

村
内
の
各
地
域
で
認
知
症
予

防
の
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
る
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
へ
の
出
前
講
座
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
前
講
座
は
、
利

用
者
さ
ん
が
多
い

地
区
5
か
所
を
対

象
に
、
11
月
に
5

回
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
と
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

ペ
ア
に
な
っ
て
、

認
知
症
予
防
に
必

要
な
生
活
習
慣
の

説
明
の
ほ
か
、
コ

グ
ニ
サ
イ
ズ
を
取

り
入
れ
、
一
方
的

に
話
を
聞
く
の
で
は
な
く
、

頭
と
体
を
使
っ
て
、
利
用
者

さ
ん
と
一
緒
に
行
い
ま
す
。

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
、
コ
グ

ニ
シ
ョ
ン
（
認
知
）
と
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
（
運
動
）
を
組
み

合
わ
せ
た
造
語
で
す
。
認
知

面
の
課
題
と
運
動
の
課
題
を

同
時
に
行
う
こ
と
で
、
脳
と

体
の
機
能
を
効
果
的
に
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の
予
行

練
習
を
し
ま
し
た
が
、
結
構

大
変
で
、
参
加
し
た
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
は
、「
頭
を

使
い
声
を
出
す
と
足
が
出
な

い
」「
左
手
か
右
手
か
分
か

ら
な
く
な
っ
て
困
っ
た
」
と

か
、「
高
齢
者
さ
ん
だ
け
で

な
く
、
私
た
ち
も
今
の
う
ち

か
ら
や
る
よ
う
に
し
な
い
と

い
け
な
い
」
と
自
ら
を
反
省

し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
に
出
向
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
把

握
や
、
認
知
症
の
予
防
、
早

期
発
見
に
つ
な
が
る
、
よ
り

よ
い
支
援
を
行
い
、『
だ
れ

も
が
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ひ
だ
か
』
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　

濱
田
り
な
）

ご存じですか！？ ソーシャルワーカー
からのミニ情報
ソーシャルワーカー
からのミニ情報

新型コロナウイルス感染症の影響による
国民健康保険料の減免について

「ぼちの会」の様子

日
高
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
認
知
症
予
防
活
動

コスモス
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